
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
稼
い
で
も

貯
ま
っ
て
い
く
の
は

妻
の
肉
）
（
妻
か
ら
だ
！

ジ
ョ
ー
ズ
の
テ
ー
マ

着
信
音) 

（
化
粧
代

洗
っ
て
流
す

太
っ
腹
）
（
オ
レ
オ
レ
の

わ
か
ら
ぬ
妻
は

電
話
切
る
）

場
と
効
率
に
傾
斜
し
た
経

営
を
問
い
直
し
、
こ
の
間

お
ろ
そ
か
に
し
た
「
人

財
」
へ
の
投
資
が
重
要
と

強
調
さ
れ
た
。

続
い
て
、
各
産
別
単
組

か
ら
の
決
意
表
明
で
は
、

自
治
労
・
長
岡
市
職
労
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
・
島
津
労

組
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同

盟
・
マ
ル
イ
労
組
、
日
教

組
・
新

教

組
、
電

機

連

合
・
Ｔ
Ｄ
Ｋ
ラ
ム
ダ
労

組
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
労
協
・

日
赤
労
組
の
代
表
者
か
ら

春
季
生
活
闘
争
に
臨
む
力

(1)第744号（1991年3月22日第三種郵便物認可）   れんごう中越地協  毎月3回(1日･11日･21日発行)2012年3月21日

総
決
起
集
会
に
は
、
構

成
組
織
か
ら
２
０
０
名
を

超
え
る
組
合
員
が
結
集
し

た
。
開
催
に
あ
た
り
矢
島

議
長
は｢

12
春
闘
は
要
求

書
を
提
出
し

14
日
回
答

に
向
け
ス
タ
ー
ト
し
た
。

格
差
是
正
や
非
正
規
を
含

め
た
底
上
げ
が
必
要
だ
。

粘
り
強
い
交
渉
を
展
開
し

よ
う｣

等
と
挨
拶
を
述
べ

た
。
続
い
て
、
連
合
新
潟

牧
野
事
務
局
長
か
ら
連
合

新
潟
の
春
闘
方
針
を
中
心

と
し
た
基
調
が
述
べ
ら

れ
、｢

働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、

12
春
季
生
活

闘
争
方
針
と
政
策
・
制
度

実
現
の
取
り
組
み
を
運
動

の
両
輪
と
し
て
す
べ
て
の

労
働
者
の
処
遇
改
善
に
向

け
取
り
組
む
こ
と
や
、
市

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

契
約
推
進
委
員
の
交
代
を

確
認
。
牧
野
公
契
約
推
進

委
員
長
は
、
議
会
要
請
な

ど
を
行
い
条
例
制
定
に
つ

な
げ
た
い
旨
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

活
動
報
告
で
は
、
佐
渡

地
協
学
習
会
や
地
方
連
合

会
担
当
者
会
議
の
報
告
、

多
摩
市
・
相
模
原
市
で
公

契
約
条
例
可
決
、
札
幌

市
、
国
分
寺
市
の
議
会
動

向
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

顔
の
見
え
る
運
動
と
し
て

社
会
に
と
っ
て
有
益
な
事

業
へ
と
発
展
さ
せ
た
い
等

が
述
べ
ら
れ
た
。

次
に
、
柏
崎
Ｌ
Ｓ
Ｃ
設

立
や
相
談
受
付
状
況
等
の

報
告
が
さ
れ
た
。
引
き
続

い
て
の
協
議
事
項
で
は
、

２
０
１
３
年
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
第
２
次
５
か

年
計
画｢

基
本
計
画
素
案｣

に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。連

合
新
潟
第
７
回
公
契

約
推
進
委
員
会
が
、
２
月

28
日(

火)

13
時
30
分
か

ら
行
わ
れ
、
最
初
に
、
公

新
潟
県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
地
域

Ｌ
Ｓ
Ｃ
・
サ
テ
ラ
イ
ト
代

表
者
会
議
が
２
月

28
日

(

火)

新
潟
市
で
開
か
れ

た
。
会
議
に
あ
た
り
山
田

専
務
理
事
か
ら
は
、
東
部

労
福
協
Ｌ
Ｓ
Ｃ
経
験
交
流

の
報
告
な
ら
び
に
Ｌ
Ｓ
Ｃ

事
業
を
地
域
に
根
ざ
し
た

採
択
し
、
矢
島
議
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
総
力
を

挙
げ
て
闘
う
決
意
を
確
認

し
た
。

認
し
た
。

審
議
事
項
で
は
、
春
季

生
活
闘
争
に
関
わ
る
街
頭

宣
伝
等
の
取
り
組
み
、
地

域
Ｌ
Ｓ
Ｃ
サ
テ
ラ
イ
ト
閉

鎖
に
関
す
る
事
項
と
県
Ｌ

Ｓ
Ｃ
第
２
次
５
か
年
計

画
、
第

83

回
メ
ー
デ
ー

花
の
種
と
長
岡
地
区
大
会

講
演
者
等
に
つ
い
て
審
議

し
決
定
し
た
。

強
い
決
意
が
表
明
さ
れ

た
。
ま
た
、
後
段
は
須
貝

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
長
の
提

案
し
た
集
会
ア
ピ
ー
ル
を

連
合
中
越
は
春
季
生
活

闘
争
長
岡
地
区
総
決
起
集

会
終
了
後
、
第
４
回
幹
事

会
を
開
催
し
第

65
回
地

協
委
員
会
以
降
の
取
り
組

み
と
し
て
春
季
生
活
闘
争

関
係
、
長
岡
地
区
労
福
協

関
係
、
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員

会
学
習
会
ユ
ニ
オ
ン
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
関

係
等
を
中
心
に
報
告
し
確
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12
春
季
生
活
闘
争
勝
利
長
岡
地
区
総
決
起
集
会

が
、
３
月
２
日(

金)

18
時
か
ら
長
岡
市
立
劇
場
で

行
わ
れ
、
春
闘
諸
要
求
獲
得
と
す
べ
て
の
働
く
仲
間

の
処
遇
改
善
に
向
け
、
全
構
成
組
織
・
単
組
が
粘
り

強
い
交
渉
を
展
開
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

  

労働条件の引き上げで、格差是正とデフレ脱却を図ろう

日
本
は
資
源
の
乏
し
い
国
が

故
に
、
科
学
や
技
術
等
を
活
用

し
国
を
立
て
よ
う
と
い
う
科
学

技
術
創
造
立
国
を
謳
っ
て
き
た

▼
報
知
新
聞
か
ら
１
９
０
１
年

(

明
治
34
年)

１
月
２
、
３
日
に

わ
た
り
電
気
通
信
、
運
輸
、
医

療
な
ど
23
項
目
に
及
ぶ｢

20
世

紀
の
予
言｣

が
掲
載
さ
れ
た
▼
一

例
を
挙
げ
る
と
電
信
の
み
な
ら

ず
、
無
線
電
話
は
世
界
諸
国
に

連
絡
し
て
東
京
に
あ
る
も
の
が

ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

あ
る
友
人
と
自
由
に
対
話
す
る

こ
と
が
で
き
る
《
携
帯
電
話
に

よ
る
国
際
電
話
》
。
当
時
80
日

間
を
要
し
た
世
界
一
周
は
７
日

で

足

り

る
《
航

空

機

の

発

達
》
。
電
気
の
力
で
野
菜
が
成

長
す
る
《
人
工
光
を
使
っ
た
室

内
栽
培
》
。
電
話
口
に
対
話
者

の
肖
像
が
現
れ
る
《
テ
レ
ビ
電

話
や
テ
レ
ビ
会
議
》
。
東
京
神

戸
間
は
２
時
間
半
と
な
る
《
高

速
鉄
道
》
。
馬
車
は
廃
さ
れ
自

動
車
に
代
わ
る
《
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
》
。
中
に
は
、
人

と
獣
が
自
由
に
対
話
す
る
こ
と

が
で
き
る
等
い
い
加
減
な
も
の

も

あ

る

が
、
盲

導

犬
・
警

察

犬
、
ま
た
は
ペ
ッ
ト
の
癒
や
し

効
果
と
受
け
取
れ
る
▼
昨
年
、

巨
大
津
波
が
約
千
年
に
１
回
三

陸
海
岸
を
繰
り
返
し
襲
っ
て
い

た
可
能
性
が
発
見
さ
れ
た
。
痕

跡
は
６
千
年
間
で
６
回
の
よ
う

だ
。
過
去
を
軽
ん
じ
る
と
や
が

て
未
来
か
ら
軽
ん
じ
ら
れ
る
言

葉
が
あ
る
▼
大
震
災
と
原
発
事

故
で
科
学
技
術
創
造
立
国
が
大

き
く
揺
ら
い
だ
感
が
す
る
が
、

希
望
の
力
は
大
き
い
。
３
．
11

は
鎮
魂
と
復
興
・
再
生
を
願
っ

た
。

事務局長

小林 守≪№72≫

   東蔵王２

連
合
中
越
第
４
回
幹
事
会

12
春
季
生
活
闘
争
・
地
域
Ｌ
Ｓ
Ｃ
会
議
報
告

新
潟
県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

地
域
Ｌ
Ｓ
Ｃ
・サ
テ
ラ
イ
ト
代
表
者
会
議
開
く

連
合
新
潟

公
契
約
推
進
委
員
会
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
携
帯
の 

届
か
ぬ
地
下
で 

羽
伸
ば
し
）
（
待
ち
合
わ
せ 

近
く
ま
で
来
て 

急
ぐ
ふ
り
）
（｢

ど
ち
ら
様
？｣ 

社
長
を
知
ら
な
い 

受
付
嬢)

（
儲
か
る
と 

さ
そ
っ
た
人
が 

職
探
し)

通
知
制
度
」
「
人
権
侵
害

救
済
法
の
現
状
」
と
題

し
、
講
演
が
あ
っ
た
。

講
演
で
は
、
「
近
所
に

携
帯
番
号
の
書
か
れ
た
ビ

ラ
を
ま
か
れ
た
」
と
い
う

い
や
が
ら
れ
事
件
の
事
例
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部
落
解
放
・
人
権
政
策

確
立
新
潟
県
実
行
委
員
会

主
催
で
３
月

10
日
午
後

２
時
か
ら
長
岡
市
中
央
公

民
館
大
ホ
ー
ル
に
て
「
人

権
侵
害
救
済
法(

仮
称)

学

習
会
」
が

開
催
さ

れ
、

50
名
以
上

の
参
加
が

あ
っ
た
。

主
催
者

等
の
あ
い

さ
つ
が
さ

れ

た

後
、

続
い
て
部

落
解
放
同

盟
中
央
本

部
の
執
行

委
員
で
あ

る
片
岡
明

幸
氏
よ
り

「
身

元

調

査
と
本
人

を
交
え
た
り
、
ス
ラ
イ
ド

ス
ク
リ
ー
ン
や
冊
子
を

使
っ
て
説
明
さ
れ
た
。

ま
た
、
質
疑
応
答
や
こ

れ
ま
で
の
活
動
経
緯
等
も

報
告
さ
れ
、
閉
会
と
な
っ

た
。

部落解放・人権政策確立新潟県実行委員会主催

(

仮
称)人権侵害救済法 を学ぶ

な
が
お
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
相
談
受
付
件
数


